
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これだけは押さえておきたい！ 

人事労務の最新情報   
 

～弊社ブログに、下記情報のリンクを貼っています～ 

http://blog.goo.ne.jp/shinsou-assist 

 

■ 父親のワーク･ライフ･バランス ハンドブック/厚労省 
http://www.ikumen-project.jp/pdf/handbook.pdf 

 

■ 「イクメンプロジェクト」/厚労省 
http://www.ikumen-project.jp/index.html 

 

■ 「父親のワーク･ライフ･バランス～応援します！仕事と子育て両立
パパ」ハンドブック/厚労省 

http://wwwhaisin.mhlw.go.jp/mhlw/C/?c=157819 
 

■ 虐待の連絡や出産･子育ての悩みはこちらへ/厚労省 
http://wwwhaisin.mhlw.go.jp/mhlw/C/?c=157213 

 

■ e‐ラーニングで学ぶ 「実践！メンタルヘルス対策の進め方」～ここ
ろの耳/厚労省 

http://kokoro.mhlw.go.jp/jigyosya/learning.html 
■ カルタでクイズ～こころの耳/厚労省 

http://kokoro.mhlw.go.jp/carta/index.html 
 

■ 男女間の賃金格差解消のためのガイドライン(パンフレット)/厚労省 
http://wwwhaisin.mhlw.go.jp/mhlw/C/?c=157399 

 

■ 障害者の就労支援対策の状況/厚労省 
http://www.mhlw.go.jp/bunya/shougaihoken/service/shurou.html 

 

■ 平成 22年度「労働時間相談ダイヤル」の相談結果/厚労省 
http://wwwhaisin.mhlw.go.jp/mhlw/C/?c=157701 

 

■ 介護施設（特養・老健）における人事･労務管理の課題を探る/産労
総合研究所 

http://www.e-sanro.net/sri/news/pr_1011/ 
 

■ 労働保険の制度・手続きについて/厚労省 
https://krs.bz/roumu/c?c=858&m=2332&v=cfe325a9  

 

■ 「労働問題Ｑ＆Ａ」改訂版/労働政策研究･研修機構 
・福利厚生・社会保険 http://www.jil.go.jp/rodoqa/10_hoken/index.htm 
・労働協約・労使協定 http://www.jil.go.jp/rodoqa/06_kyoyaku/index.htm 
・安全衛生・労働災害 http://www.jil.go.jp/rodoqa/08_eisei/index.htm 
・労働組合 http://www.jil.go.jp/rodoqa/09_kumiai/index.htm 
・雇用均等とﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ http://www.jil.go.jp/rodoqa/13_wlb/index.htm 

 

■ 平成 22年分 年末調整がよくわかるページ/国税庁 
http://www.nta.go.jp/gensen/nencho/index.html 

■ 平成 22年版 給与所得者と年末調整（リーフレット）/国税庁 
http://www.nta.go.jp/shiraberu/ippanjoho/pamph/gensen/leaflet2010.pdf 

 

■ 「平成 23年分給与所得者の扶養控除等（異動）申告書」ダウンロー
ド/国税庁 

http://www.nta.go.jp/tetsuzuki/shinsei/annai/gensen/pdf/h23_01.pdf 
■ 「平成 22年分給与所得者の保険料控除申告書兼給与所得者の配
偶者特別控除申告書」ダウンロード/国税庁 

http://www.nta.go.jp/tetsuzuki/shinsei/annai/gensen/pdf/h22_05.pdf 

『 フシギなくらい見えてくる！本当にわかる心理学 』 植木理恵 日本実業出版社 ¥1,400(税別) 
 

(「第 2 章の OUTLINE」より)「三人寄れば文殊の知恵」「美人は三日で飽きる」など、日本にはたくさんのこと

わざがある。これらはみな、日本人が古くから経験的に感じてきたことを集約したフレーズだ。(中略)昔から

語り継がれている「現象」からその心理をのぞいてみると、人間という生き物のもつ意外な本質や傾向を、い

つでも日常的な視点から推測することができるようになるだろう。 
 

著者は最近フジテレビの「ホンマでっか！？ＴＶ」に出演し有名になっています。(本書を紹介するときに初め

てそのことに気づきました) 書かれていることがどこでもすべてに当てはまるとは言えないと思いますが、とて

も具体的に書かれていますので人の性格や行動の傾向を知るにはたいへん参考になります。 

 

『相手を動かしたいとき』に役立つ推薦書紹介！ 

 
2010年 12月号 発行者：人事マネジメント研究所 進創アシスト 代表 鷹取敏昭(社会保険労務士、人事労務&PDCAマネジメントマスター) 

                                                        E-mail：shinsou-assist@goo.jp 

企業の成長を願い 従業員の成長を願う その一歩一歩を応援します 

職場の労務管理の基本 

● 職場のハラスメント･いじめ～その９ ● 
 

● 完璧な人はいない  

どんな職場でも完璧な人はいません。ときには、思い通りにいかない

ために必要以上に怒鳴りつけてしまったり、仕事の範囲を超えてプライ

ベートなところにまで入ってしまったり、嫌いという感情から無視する

ような態度をとったりすることもあるでしょう。 
 

● ハラスメントのない職場づくりに向けて  

そんな状態になりかけたときにどう気づき、制御するか（できるか）

ということが重要になってきますが、それを獲得する即効性のある対策

はありません。従業員一人ひとりが自覚し、また組織的にも制御が働く

ような形になるには、検討を重ね、試行錯誤を繰り返さなければなりま

せん。 
 

● 対策の進め方と工夫  

まず、裁判例や他社などの一般的な現状や対策を知ってください。外

部研修への参加の他、職場で勉強会を開くのもよいでしょう。次に、自

分達の職場や会社の現状を確認し、対策として講じるべきことを考え、

実際に取り組んでみてください。その際、できることから着実に一歩一

歩進めていくことが大事です。ただ、従業員だけではつい仕事を優先に

してしまうため検討や対策が進まないことがありますので、外部のアド

バイザー等を入れて助言や進捗管理をしてもらうのも一つの工夫です。 

人事マネジメントのワンポイントアドバイス 

◆  聞く→話す→間を取る  ◆ 
 

◆ “一方的”な話  

自分の考えを受け入れてもらおうと思えば思うほど、最初から

“一方的”に話しをしがちです。自分に余裕がないときは、さらに

その感じが強くでてしまうでしょう。しかし、それでは相手に話を

聞いてもらえません。それどころか、逆効果になってしまいます。 
 

◆ 聞く→話す 

自分の考えを聞いてもらおうとすれば、まず相手に聞いてもらえ

る状態を作らなければなりません。そのためには相手の話を聞くこ

とからはじめることが大事です。そして、相手の話の中から自分の

考えに関連あるフレーズや流れを見つけて、自分の話に転換してい

くようにするとよいでしょう。 
 

◆ 間を取る  

ただ、自分の話ができたとしても、それを続け過ぎてはいけませ

ん。相手がどの程度理解しているのかを知るために、話のキャッチ

ボールが必要です。そのためには２,３分も話したら、あえて１,２
秒の間を取ってください。野球のキャッチボールでもボールを取っ

て瞬時に投げ返されるよりも１クッションおきながら投げ返され

る方がしっかりキャッチできるのと同じように、間を取る方が自分

の考えがきちんと伝わり相手の理解度が高まります。 


